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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下地画像を形成する下地画像形成部と、追い刷り画像を形成する追い刷り画像形成部と
、追い刷り画像を形成する前にマークを読み取る第１読み取り部と、追い刷り画像が形成
された後にマークを読み取る第２読み取り部と、追い刷り画像を形成する際の位置を調整
する制御部と、を備え、定型サイズの用紙よりも搬送方向の用紙長が長い長尺用紙に対し
て、下地画像を形成した後に追い刷り画像を形成する画像形成システムであって、
　前記下地画像形成部は、前記長尺用紙に下地画像を形成する際に、前記長尺用紙におけ
る追い刷り画像を形成する際の先端側に定められた追い刷り調整区間で、追い刷りでの位
置確認に使用される第１マークと、前記第１マークに対して所定距離の位置で追い刷りで
の位置照合に使用される第２マークとを形成し、
　前記制御部は、前記追い刷り画像形成部が追い刷り画像を形成する前に、前記追い刷り
調整区間で、前記第１読み取り部により前記第１マークを読み取って追い刷りの位置確認
を行い、前記第１マークに対して所定距離の位置で前記追い刷り画像形成部により第３マ
ークを形成し、前記第２読み取り部の読み取り結果により前記第２マークと前記第３マー
クとの位置を照合し、前記第２マークと前記第３マークとの位置関係に応じて前記追い刷
り画像形成部が追い刷り画像を形成する位置を調整する、
ことを特徴とする画像形成システム。
【請求項２】
　前記追い刷り調整区間は、下地画像又は追い刷り画像を形成する画像形成区間と、前記
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長尺用紙の端部の間に定められており、
　前記下地画像形成部は、前記長尺用紙の搬送方向に沿って複数個の前記第１マークを形
成し、前記長尺用紙の搬送方向に沿って複数個の前記第２マークの列を、前記搬送方向と
は直交する方向に複数形成し、
　前記制御部は、前記追い刷り調整区間において、ある列において前記第２マークと前記
第３マークとの位置を照合により一致が確認できない場合には、別の列において前記第２
マークと前記第３マークとの位置の照合により追い刷り画像を形成する位置を調整するよ
うに、前記追い刷り画像形成部を制御する、
ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成システム。
【請求項３】
　前記制御部は、設定された精度に基づいて、前記第２マークと前記第３マークとの位置
を照合し、前記第２マークと前記第３マークとの位置関係に応じて前記追い刷り画像形成
部が追い刷り画像を形成する位置を調整する、
ことを特徴とする請求項１乃至請求項２のいずれか一項に記載の画像形成システム。
【請求項４】
　前記下地画像形成部は、前記追い刷り調整区間において、前記第１マーク１個に対して
前記第２マークを複数の異なる位置に形成し、
　前記制御部は、前記追い刷り調整区間で、前記第１マーク１個に対して複数の異なる位
置で前記追い刷り画像形成部により第３マークを形成し、前記第２読み取り部の読み取り
結果により、複数の位置で前記第２マークと前記第３マークとの位置を照合する、
ことを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の画像形成システム。
【請求項５】
　前記長尺用紙において下地画像又は追い刷り画像を形成する区間を画像形成区間とした
場合に、
　前記下地画像形成部は、前記画像形成区間の余白部分に前記第１マークと前記第２マー
クとを形成し、
　前記追い刷り画像形成部は、前記画像形成区間の余白部分に前記第３マークを形成し、
　前記制御部は、前記追い刷り調整区間に加えて画像形成区間においても、前記第２マー
クと前記第３マークとの位置を照合し、前記第２マークと前記第３マークとの位置関係に
応じて前記追い刷り画像形成部が追い刷り画像を形成する位置を調整する、
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の画像形成システム。
【請求項６】
　前記長尺用紙において下地画像又は追い刷り画像を形成する区間を画像形成区間とした
場合に、
　前記下地画像形成部は、前記追い刷り調整区間では前記第１マークと前記第２マークと
を形成し、前記画像形成区間の余白部分では前記第１マークを形成し、
　前記追い刷り画像形成部は、前記追い刷り調整区間に前記第３マークを形成し、
　前記制御部は、前記追い刷り調整区間において、前記第２マークと前記第３マークとの
位置を照合して前記第２マークと前記第３マークとの位置関係に応じて追い刷り画像を形
成する位置を調整し、前記画像形成区間において、前記第１マークの読み取り結果を参照
して追い刷り画像を形成する位置を確認する、
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の画像形成システム。
【請求項７】
　前記制御部は、前記追い刷り調整区間において、前記第２マークと前記第３マークとの
位置が一致するように前記追い刷り画像形成部が追い刷り画像を形成する位置を調整する
、
ことを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか一項に記載の画像形成システム。
【請求項８】
　前記長尺用紙において下地画像又は追い刷り画像を形成する区間を画像形成区間とした
場合に、
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　前記制御部は、前記追い刷り調整区間において照合された前記第２マークと前記第３マ
ークとの位置関係が所定の距離を有する状態である場合に、追い刷り画像を形成する前記
画像形成区間において前記所定の距離を有する状態を解消するように前記追い刷り画像形
成部が追い刷り画像を形成する位置を調整する、
ことを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか一項に記載の画像形成システム。
【請求項９】
　追い刷り画像を形成する追い刷り画像形成部と、追い刷り画像を形成する前にマークを
読み取る第１読み取り部と、追い刷り画像が形成された後にマークを読み取る第２読み取
り部と、追い刷り画像を形成する際の位置を調整する制御部と、を備え、定型サイズの用
紙よりも搬送方向の用紙長が長い長尺用紙に対して、下地画像形成部により下地画像が形
成された後に追い刷り画像を形成する画像形成装置であって、
　前記長尺用紙に下地画像を形成する際に、前記長尺用紙における追い刷り画像を形成す
る際の先端側に定められた追い刷り調整区間で、追い刷りでの位置確認に使用される第１
マークと、前記第１マークに対して所定距離の位置で追い刷りでの位置照合に使用される
第２マークとが前記下地画像形成部により形成されており、
　前記制御部は、前記追い刷り画像形成部が追い刷り画像を形成する前に、前記追い刷り
調整区間で、前記第１読み取り部により前記第１マークを読み取って追い刷りの位置確認
を行い、前記第１マークに対して所定距離の位置で前記追い刷り画像形成部により第３マ
ークを形成し、前記第２読み取り部の読み取り結果により前記第２マークと前記第３マー
クとの位置を照合し、前記第２マークと前記第３マークとの位置関係に応じて前記追い刷
り画像形成部が追い刷り画像を形成する位置を調整する、
ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項１０】
　下地画像を形成する下地画像形成部と、追い刷り画像を形成する追い刷り画像形成部と
、追い刷り画像を形成する前にマークを読み取る第１読み取り部と、追い刷り画像が形成
された後にマークを読み取る第２読み取り部と、追い刷り画像を形成する際の位置を調整
する制御部と、を備え、
　定型サイズの用紙よりも搬送方向の用紙長が長い長尺用紙に対して、下地画像を形成し
た後に追い刷り画像を形成する画像形成システムを制御する画像形成制御プログラムであ
って、
　前記下地画像形成部は、前記長尺用紙に下地画像を形成する際に、前記長尺用紙におけ
る追い刷り画像を形成する際の先端側に定められた追い刷り調整区間で、追い刷りでの位
置確認に使用される第１マークと、前記第１マークに対して所定距離の位置で追い刷りで
の位置照合に使用される第２マークとを形成し、
　前記制御部は、前記追い刷り画像形成部が追い刷り画像を形成する前に、前記追い刷り
調整区間で、前記第１読み取り部により前記第１マークを読み取って追い刷りの位置確認
を行い、前記第１マークに対して所定距離の位置で前記追い刷り画像形成部により第３マ
ークを形成し、前記第２読み取り部の読み取り結果により前記第２マークと前記第３マー
クとの位置を照合し、前記第２マークと前記第３マークとの位置関係に応じて前記追い刷
り画像形成部が追い刷り画像を形成する位置を調整する、
よう前記画像形成システムのコンピュータを機能させることを特徴とする画像形成制御プ
ログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成システム及び画像形成装置並びに画像形成制御プログラムに関し、
特に、長尺用紙を用いて追い刷りを正確に実行する際の技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像データに基づいて画像形成するプリンタ等の画像形成装置では、Ａ４やＢ４といっ
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た所定の定型サイズにカットされたカット紙と呼ばれる用紙に対して画像を形成すること
が一般的である。
　この種の画像形成装置において、連続紙又はロール紙と呼ばれる、定型サイズの用紙よ
りも搬送方向の用紙長が長い長尺用紙に画像を形成することも可能である。なお、このよ
うな長尺用紙は、宛名やシリアル番号や商品表示などのシール形式のラベル等を繰り返し
印刷するといった用途で使用されることが多い。
【０００３】
　一方、長尺用紙に対して画像形成を行う画像形成装置の中には、あらかじめロール紙上
に印字されている「アイマーク」(Eye Mark)をセンサで読み取り、用紙搬送方向(副走査
方向)の画像位置をアイマークに合わせて補正しながら画像形成を行う製品が存在する。
以下、アイマークに合わせて印刷する印刷方法を「追い刷り」(英：Over Print)と呼ぶ。
【０００４】
　追刷りは、下地画像形成装置で下地を画像形成し、追い刷り画像形成装置で他画像を印
刷する、といったケースにおいて使用されることが多い。大ロットの印刷物の場合、モノ
クロ画像形成装置の印刷コストはカラー画像形成装置に比べて安価である。このため、下
地をモノクロ画像形成装置、追い刷りをカラー画像形成装置で画像形成すると、全体とし
て安価に印刷することができる。また、通常のカラー画像形成装置単体では出せない色を
、追い刷り画像形成装置に特殊トナーをセットして画像形成する場合もある。
【０００５】
　追い刷り後の出力物は後処理装置にかけられる場合があり、例えばクリア塗布、ラミネ
ート、ダイカットなどが行われる。このとき、後処理装置は、追刷りの場合と同様にアイ
マークを基準に処理が行われる。すなわち、用紙搬送方向の位置基準はアイマークを基準
にして、全てのページが同じ位置に画像形成される。
【０００６】
　なお、このようなアイマークを用いた追い刷りについて図１１のフローチャートに処理
手順を示す。
　下地画像形成装置において、所定位置にアイマークを形成し（図１１中のステップＳ１
１）、アイマークに合わせて下地画像を形成する（図１１中のステップＳ１２）。これを
、所定画像分繰り返して実行する（図１１中のステップＳ１３）。ここで、下地画像形成
装置から追い刷り画像形成装置に用紙をセットする。
【０００７】
　そして、追い刷り画像形成装置において、センサでアイマークを読み取り（図１１中の
ステップＳ２１）、アイマークに合わせて追い刷り画像を形成する（図１１中のステップ
Ｓ２２）。この後、ヤレ検知を行い（図１１中のステップＳ２３）、これを、所定画像分
繰り返して実行する（図１１中のステップＳ２４）。
【０００８】
　ここで、下地画像形成装置での倍率がずれている、長尺用紙が伸縮する、追い刷り画像
形成装置の倍率がずれている、といった要因により、アイマークを基準に追い刷りしても
、生成画像の位置、倍率が理論値と異なるといった事態が発生することがある。
　図１２はアイマークを用いた追い刷りの様子を模式的に示している。以下、理想的な場
合と実際の場合とを対比して説明する。
【０００９】
　下地画像形成装置では、アイマークＭＫ_eyeと下地画像Ｇ_dwnを長尺用紙ＰＬに形成す
る（図１２（ａ））。そして、追い刷り画像形成装置において、長尺用紙ＰＬのセンサで
アイマークＭＫ_eyeを読み取り、アイマークＭＫ_eyeを基準にして追い刷り画像Ｇ_upを
形成する（図１２（ｂ））。これが理想状態である。
【００１０】
　以下、実際の状況を説明する。下地画像形成装置では、アイマークＭＫ_eyeと下地画像
Ｇ_dwnを長尺用紙ＰＬに形成する（図１２（ｃ））。この際に、下地画像形成装置の熱定
着により、長尺用紙ＰＬが収縮した状態で出力される。そして、追い刷り画像形成装置に
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おいて、センサでアイマークＭＫ_eyeを読み取り、アイマークＭＫ_eyeを基準にして所定
の距離の位置に追い刷り画像Ｇ_upを形成する（図１２（ｄ））。
【００１１】
　ここで、長尺用紙ＰＬの収縮に伴い、長尺用紙ＰＬ上の下地画像も収縮している。従っ
て、アイマークＭＫ_eyeを基準にして、収縮の無い状態（理論状態）で予め定められた所
定の距離に追い刷り画像Ｇ_upを形成するため、下地画像Ｇ_dwnと追い刷り画像Ｇ_upとの
位置が、当初の予定よりもずれた状態になる。すなわち、理想状態の図１２（ｂ）に対し
て、実際には図１２（ｄ）のようにずれが生じる。
【００１２】
　すなわち、下地の機械の倍率がずれている、用紙が伸縮する、追い刷り機の倍率がずれ
ている、といった各種の要因により、追い刷り画像形成装置の後段の画像読取部を用いて
画像検品を行った際に、ユーザ画像が印刷された後に不具合が判定される。このようにヤ
レと判定された場合、正常なユーザ画像の枚数が減ってしまう。これにより、不足枚数分
は下地画像から画像形成し直すことになり、ユーザの負担が大きくなる。また、ヤレ画像
が発生した場合、１つの長尺用紙ＰＬ上にヤレ画像と問題ない画像が混在することとなる
。
【００１３】
　なお、長尺用紙を用いた画像形成装置における画像間の制御については、以下の特許文
献などに各種の提案がなされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１４】
【特許文献１】特開2014-19548号公報
【特許文献２】特開2012-24932号公報
【特許文献３】特開平5-43128号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　以上の特許文献１では、連帳紙に形成されたマークに対してレーザーを照射、マークを
検出する検出部材との直交方向における位置ずれを容易に確認することができる。但し、
この技術は、センサ位置を調整するものであり、追い刷り時のずれを調整するため追い刷
り調整区間を設ける技術とは、課題や構成が異なる。
【００１６】
　以上の特許文献２では、透明な部材からなる連続紙（フィルム）などに、インクにて印
字を行う際に所望の発色が得られないという問題があり白インクの上に追い刷りすること
で、発色を得ている。その際に、追い刷りの位置決めは画像の数に基づいて連続紙の巻き
戻しをおこなうことで精度を上げる。但し、この技術は巻き戻しを前提としており、巻き
戻しを行わない技術とは構成が異なる。
【００１７】
　以上の特許文献３では、記録紙ロールを使用し、複数回往復搬送させて記録紙の同一画
像領域に異なる色の画像を重ねて形成しカラープリントを行う画像形成装置において、レ
ジストマークとレジストセンサを使用して記録紙の横ずれ量を検知することのできるスキ
ュー検知装置を提案している。
【００１８】
　但し、この技術は、連続紙の追い刷り時に画像がスキューするのが課題で、レジストマ
ークの形について述べたものであり、従来技術手法でいうところのアイマークの形状につ
いてである。アイマークが検出できても、追い刷り位置がずれるという課題を解決できな
い問題が残る。
【００１９】
　本発明は以上の課題を解決するためになされたものであって、アイマークを検出できて
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も追い刷り位置がずれるという課題を解決して適切な追い刷りを行うことが可能な、画像
形成システム及び画像形成装置並びに画像形成制御プログラムを提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　すなわち、前記した課題を解決するため、本発明の一側面が反映された画像形成システ
ム及び画像形成装置並びに画像形成制御プログラムは、以下のように構成される。
　（１）本発明の一側面が反映された画像形成システムは、下地画像を形成する下地画像
形成部と、追い刷り画像を形成する追い刷り画像形成部と、追い刷り画像を形成する前に
マークを読み取る第１読み取り部と、追い刷り画像が形成された後にマークを読み取る第
２読み取り部と、追い刷り画像を形成する際の位置を調整する制御部と、を備え、定型サ
イズの用紙よりも搬送方向の用紙長が長い長尺用紙に対して、下地画像を形成した後に追
い刷り画像を形成する画像形成システムであって、前記下地画像形成部は、前記長尺用紙
に下地画像を形成する際に、前記長尺用紙における追い刷り画像を形成する際の先端側に
定められた追い刷り調整区間で、追い刷りでの位置確認に使用される第１マークと、前記
第１マークに対して所定距離の位置で追い刷りでの位置照合に使用される第２マークとを
形成し、前記制御部は、前記追い刷り画像形成部が追い刷り画像を形成する前に、前記追
い刷り調整区間で、前記第１読み取り部により前記第１マークを読み取って追い刷りの位
置確認を行い、前記第１マークに対して所定距離の位置で前記追い刷り画像形成部により
第３マークを形成し、前記第２読み取り部の読み取り結果により前記第２マークと前記第
３マークとの位置を照合し、前記第２マークと前記第３マークとの位置関係に応じて前記
追い刷り画像形成部が追い刷り画像を形成する位置を調整する、ことを特徴とする。
【００２１】
　また、本発明の一側面が反映された画像形成装置は、追い刷り画像を形成する追い刷り
画像形成部と、追い刷り画像を形成する前にマークを読み取る第１読み取り部と、追い刷
り画像が形成された後にマークを読み取る第２読み取り部と、追い刷り画像を形成する際
の位置を調整する制御部と、を備え、定型サイズの用紙よりも搬送方向の用紙長が長い長
尺用紙に対して、下地画像形成部により下地画像が形成された後に追い刷り画像を形成す
る画像形成装置であって、前記長尺用紙に下地画像を形成する際に、前記長尺用紙におけ
る追い刷り画像を形成する際の先端側に定められた追い刷り調整区間で、追い刷りでの位
置確認に使用される第１マークと、前記第１マークに対して所定距離の位置で追い刷りで
の位置照合に使用される第２マークとが前記下地画像形成部により形成されており、前記
制御部は、前記追い刷り画像形成部が追い刷り画像を形成する前に、前記追い刷り調整区
間で、前記第１読み取り部により前記第１マークを読み取って追い刷りの位置確認を行い
、前記第１マークに対して所定距離の位置で前記追い刷り画像形成部により第３マークを
形成し、前記第２読み取り部の読み取り結果により前記第２マークと前記第３マークとの
位置を照合し、前記第２マークと前記第３マークとの位置関係に応じて前記追い刷り画像
形成部が追い刷り画像を形成する位置を調整する、ことを特徴とする。
【００２２】
　また、本発明の一側面が反映された画像形成制御プログラムは、下地画像を形成する下
地画像形成部と、追い刷り画像を形成する追い刷り画像形成部と、追い刷り画像を形成す
る前にマークを読み取る第１読み取り部と、追い刷り画像が形成された後にマークを読み
取る第２読み取り部と、追い刷り画像を形成する際の位置を調整する制御部と、を備え、
定型サイズの用紙よりも搬送方向の用紙長が長い長尺用紙に対して、下地画像を形成した
後に追い刷り画像を形成する画像形成システムを制御する画像形成制御プログラムであっ
て、前記下地画像形成部は、前記長尺用紙に下地画像を形成する際に、前記長尺用紙にお
ける追い刷り画像を形成する際の先端側に定められた追い刷り調整区間で、追い刷りでの
位置確認に使用される第１マークと、前記第１マークに対して所定距離の位置で追い刷り
での位置照合に使用される第２マークとを形成し、前記制御部は、前記追い刷り画像形成
部が追い刷り画像を形成する前に、前記追い刷り調整区間で、前記第１読み取り部により
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前記第１マークを読み取って追い刷りの位置確認を行い、前記第１マークに対して所定距
離の位置で前記追い刷り画像形成部により第３マークを形成し、前記第２読み取り部の読
み取り結果により前記第２マークと前記第３マークとの位置を照合し、前記第２マークと
前記第３マークとの位置関係に応じて前記追い刷り画像形成部が追い刷り画像を形成する
位置を調整する、よう前記画像形成システムのコンピュータを機能させることを特徴とす
る。
【００２３】
　（２）以上の（１）において、前記追い刷り調整区間は、下地画像又は追い刷り画像を
形成する画像形成区間と、前記長尺用紙の端部の間に定められており、前記下地画像形成
部は、前記長尺用紙の搬送方向に沿って複数個の前記第１マークを形成し、前記長尺用紙
の搬送方向に沿って複数個の前記第２マークの列を、前記搬送方向とは直交する方向に複
数形成し、前記制御部は、前記追い刷り調整区間において、ある列において前記第２マー
クと前記第３マークとの位置を照合により一致が確認できない場合には、別の列において
前記第２マークと前記第３マークとの位置の照合により追い刷り画像を形成する位置を調
整するように、前記追い刷り画像形成部を制御する。
【００２４】
　（３）以上の（１）～（２）において、前記制御部は、設定された精度に基づいて、前
記第２マークと前記第３マークとの位置を照合し、前記第２マークと前記第３マークとの
位置関係に応じて前記追い刷り画像形成部が追い刷り画像を形成する位置を調整する。
　（４）以上の（１）～（３）において、前記下地画像形成部は、前記追い刷り調整区間
において、前記第１マーク１個に対して前記第２マークを複数の異なる位置に形成し、前
記制御部は、前記追い刷り調整区間で、前記第１マーク１個に対して複数の異なる位置で
前記追い刷り画像形成部により第３マークを形成し、前記第２読み取り部の読み取り結果
により、複数の位置で前記第２マークと前記第３マークとの位置を照合する。
【００２５】
　（５）以上の（１）～（４）において、前記長尺用紙において下地画像又は追い刷り画
像を形成する区間を画像形成区間とした場合に、前記下地画像形成部は、前記画像形成区
間の余白部分に前記第１マークと前記第２マークとを形成し、前記追い刷り画像形成部は
、前記画像形成区間の余白部分に前記第３マークを形成し、前記制御部は、前記追い刷り
調整区間に加えて画像形成区間においても、前記第２マークと前記第３マークとの位置を
照合し、前記第２マークと前記第３マークとの位置関係に応じて前記追い刷り画像形成部
が追い刷り画像を形成する位置を調整する。
【００２６】
　（６）以上の（１）～（４）において、前記長尺用紙において下地画像又は追い刷り画
像を形成する区間を画像形成区間とした場合に、前記下地画像形成部は、前記追い刷り調
整区間では前記第１マークと前記第２マークとを形成し、前記画像形成区間の余白部分で
は前記第１マークを形成し、前記追い刷り画像形成部は、前記追い刷り調整区間に前記第
３マークを形成し、前記制御部は、前記追い刷り調整区間において、前記第２マークと前
記第３マークとの位置を照合して前記第２マークと前記第３マークとの位置関係に応じて
追い刷り画像を形成する位置を調整し、前記画像形成区間において、前記第１マークの読
み取り結果を参照して追い刷り画像を形成する位置を確認する。
【００２７】
　（７）以上の（１）～（６）において、前記制御部は、前記追い刷り調整区間において
、前記第２マークと前記第３マークとの位置が一致するように前記追い刷り画像形成部が
追い刷り画像を形成する位置を調整する、ことを特徴とする。
　（８）以上の（１）～（６）において、前記長尺用紙において下地画像又は追い刷り画
像を形成する区間を画像形成区間とした場合に、前記制御部は、前記追い刷り調整区間に
おいて照合された前記第２マークと前記第３マークとの位置関係が所定の距離を有する状
態である場合に、追い刷り画像を形成する前記画像形成区間において前記所定の距離を有
する状態を解消するように前記追い刷り画像形成部が追い刷り画像を形成する位置を調整
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する、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明の一側面が反映された画像形成システム及び画像形成装置並びに画像形成制御プ
ログラムによると、以下のような効果が得られる。
　（１）本発明の一側面が反映された画像形成システム及び画像形成装置並びに画像形成
制御プログラムでは、長尺用紙に対して下地画像を形成した後に追い刷り画像を形成する
際に、下地画像形成部は、追い刷り調整区間で、追い刷りでの位置確認に使用される第１
マークと、第１マークに対して所定距離の位置で追い刷りでの位置照合に使用される第２
マークとを形成し、追い刷り画像形成部は、追い刷り調整区間で、第１マークの読み取り
結果により追い刷りの位置確認を行い、第１マークに対して所定距離の位置で追い刷り画
像形成部により第３マークを形成し、制御部は、第２マークと第３マークの読み取り結果
により位置を照合し、第２マークと第３マークとの位置関係に応じて追い刷り画像形成部
が追い刷り画像を形成する位置を調整する。
【００２９】
　この結果、第１マーク（アイマーク）を検出できても追い刷り位置がずれる状況におい
て、第１マークから所定距離に下地画像形成で形成された第２マークと、第１マークから
所定距離に追い刷り画像形成で形成された第３マークとの位置照合を行うことで、下地画
像形成と追い刷り画像形成との正確な位置合わせが可能になる。
【００３０】
　（２）以上の（１）において、長尺用紙の搬送方向に沿って複数個の第２マークの列を
、搬送方向とは直交する方向に複数形成しておき、追い刷り調整区間において、ある列に
おいて第２マークと第３マークとの位置を照合により一致が確認できない場合には、別の
列において第２マークと第３マークとの位置の照合により追い刷り画像を形成する位置を
調整する。
【００３１】
　この結果、第１マーク（アイマーク）を検出できても追い刷り位置がずれる状況におい
て、第１マークから所定距離に下地画像形成で形成された第２マークと、第１マークから
所定距離に追い刷り画像形成で形成された第３マークとの位置照合を、繰り返し実行する
ことが可能になり、下地画像形成と追い刷り画像形成との正確な位置合わせが可能になる
。また、追い刷り調整区間を短く設定して長尺用紙の無駄を省きつつ、位置照合を繰り返
し実行することで、下地画像形成と追い刷り画像形成との正確な位置合わせが可能になる
。
【００３２】
　（３）以上の（１）～（２）において、設定された精度に基づいて、第２マークと第３
マークとの位置を照合し、第２マークと第３マークとの位置関係に応じて追い刷り画像を
形成する位置を調整することで、必要な精度に応じた範囲内で下地画像形成と追い刷り画
像形成との位置合わせが可能になる。
【００３３】
　（４）以上の（１）～（３）において、追い刷り調整区間において、下地画像形成部は
第１マーク１個に対して第２マークを複数の異なる位置に形成し、追い刷り画像形成部は
第１マーク１個に対してに対して複数の異なる位置で第３マークを形成し、複数の位置で
第２マークと第３マークとの位置を照合することで、下地画像形成と追い刷り画像形成と
について広い範囲で正確な位置合わせが可能になる。
【００３５】
　（５）以上の（１）～（４）において、追い刷り調整区間に加えて画像形成区間におい
ても、第２マークと第３マークとの位置を照合して調整することで、下地画像形成と追い
刷り画像形成とについて長尺用紙の始めから終わりに至るまで正確な位置合わせが可能に
なる。
【００３６】
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　（６）以上の（１）～（４）において、追い刷り調整区間でのみ第２マークと第３マー
クとの位置を照合して調整することで、正確な位置合わせが可能にしつつ、画像形成区間
において余白の少ない状態で無駄のない画像形成が可能になる。
　（７）以上の（１）～（６）において、追い刷り調整区間において、第２マークと第３
マークとの位置が一致するように追い刷り画像形成部が追い刷り画像を形成する位置を調
整することで、第１マーク（アイマーク）を検出できても追い刷り位置がずれる状況にお
いて、第１マークから所定距離に下地画像形成で形成された第２マークと、第１マークか
ら所定距離に追い刷り画像形成で形成された第３マークとを一致させるように調整し、下
地画像形成と追い刷り画像形成との正確な位置合わせが可能になる。
【００３７】
　（８）以上の（１）～（６）において、長尺用紙において下地画像又は追い刷り画像を
形成する区間を画像形成区間とした場合に、追い刷り調整区間において照合された第２マ
ークと第３マークとの位置関係が所定の距離を有する状態である場合に、追い刷り画像を
形成する画像形成区間において所定の距離を有する状態を解消するように追い刷り画像形
成部が追い刷り画像を形成する位置を調整することで、第１マーク（アイマーク）を検出
できても追い刷り位置がずれる状況において、追い刷り調整区間における所定の距離を有
する状態は、追い刷り画像を形成する画像形成区間では解消され、下地画像形成と追い刷
り画像形成との正確な位置合わせが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の実施形態の画像形成システムの構成を示す構成図である。
【図２】本発明の実施形態の画像形成システムの構成を示す構成図である。
【図３】本発明の実施形態の動作を示すフローチャートである。
【図４】本発明の実施形態の画像形成の様子を模式的に示す説明図である。
【図５】本発明の実施形態の画像形成の様子を模式的に示す説明図である。
【図６】本発明の実施形態の画像形成の様子を模式的に示す説明図である。
【図７】本発明の実施形態の画像形成の様子を模式的に示す説明図である。
【図８】本発明の実施形態の画像形成の様子を模式的に示す説明図である。
【図９】本発明の実施形態の画像形成の様子を模式的に示す説明図である。
【図１０】本発明の実施形態の画像形成の様子を模式的に示す説明図である。
【図１１】従来の追い刷り画像形成の動作を示すフローチャートである。
【図１２】従来の追い刷り画像形成による不具合の様子を模式的に示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　以下、図面を参照して、画像形成システム及び画像形成制御プログラムにおいて、ロー
ル状の長尺用紙を用いて追い刷りを伴う画像形成を正確に実行する実施形態を詳細に説明
する。
　なお、画像形成システム１や画像形成装置１００の動作が画像形成制御方法である。ま
た、画像形成システム１や画像形成装置１００の動作を制御する制御部１０１の制御は、
画像形成制御プログラムに基づいて行われる。
【００４０】
　〔画像形成システムの構成〕
　ここで、給紙装置５０と画像形成装置１００と排紙装置２００とがセットされた画像形
成システム１の構成例を、図１と図２に基づいて詳細に説明する。
　なお、給紙装置５０と画像形成装置１００と排紙装置２００とがセットされた画像形成
システム１は、画像形成システムの一例を示しており、図示されない他の後処理装置など
が接続されていても良い。また、本実施形態では下地画像形成と追い刷り画像形成とを行
うことを想定しているが、下地画像形成については図示されない他の画像形成装置で実行
しても良いし、画像形成装置１００で実行しても良い。なお、追い刷り画像形成について
は、追い刷り画像形成部としての画像形成装置１００で実行する。
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【００４１】
　給紙装置５０は、制御部５１と、通信部５２と、給紙部５５と、給紙調整部５６と、搬
送部５８と、センサ５９と、を備えて構成されている。制御部５１は、後述する制御部１
０１の指示に基づいて、給紙装置５０内の各部を制御する。通信部５２は、セットされて
いる画像形成装置１００等の他の装置と通信する。給紙部５５は、用紙ロールから長尺用
紙を画像形成装置１００に向けて給紙する。給紙調整部５６は、給紙部５５から給紙され
る用紙の張り具合や弛み具合を調整しつつ、搬送速度の変動を吸収する。搬送部５８は、
給紙装置５０内で用紙を搬送する。センサ５９は、用紙搬送に関して各種状態を検知する
。
【００４２】
　画像形成装置１００は、制御部１０１と、通信部１０２と、プリントコントローラ１０
３と、記憶部１０４と、操作表示部１０５と、画像形成搬送部１０７と、センサ１０９と
、原稿読取部１１０と、ＲＩＰ処理部１２０と、データ記憶部１３０と、画像処理部１４
０と、画像形成部１５０と、定着部１６０と、出力物読取部１９０と、を備えて構成され
ている。
【００４３】
　制御部１０１は、画像形成装置１００内の各部を制御する。通信部１０２は、セットさ
れている他の装置（外部機器や給紙装置５０や排紙装置２００等）と通信する。プリント
コントローラ１０３は、外部機器からページ記述言語で記述されたジョブデータを受信し
て必要に応じて記憶する。記憶部１０４は、各種設定を記憶する。操作表示部１０５は、
利用者による操作入力の受け付けと画像形成装置１００の状態表示とを行う。画像形成搬
送部１０７は、装置内で用紙を搬送する。センサ１０９は、画像形成と用紙搬送に関して
用紙の各種状態を検知する。原稿読取部１１０は、撮像素子により原稿の画像を読み取っ
て原稿画像データを生成する。
【００４４】
　ＲＩＰ処理部１２０は、プリントコントローラ１０３が受信したページ記述言語で記述
されたＲＩＰ処理前のジョブデータに対してＲＩＰ処理を実行し、画像形成可能なビット
マップ形式の画像データに変換する。データ記憶部１３０は、画像形成する際の画像デー
タや各種データを記憶する。なお、データ記憶部１３０は、画像データを受け入れる読込
用画像メモリと、受け入れた画像データを画像形成用に出力するプリント用画像メモリと
、を備えて構成されている。画像処理部１４０は、画像形成に必要な各種画像処理を実行
する。画像形成部１５０は、画像形成命令と、データ記憶部１３０内のプリント用画像メ
モリに格納された画像データとに基づいて用紙上に画像を形成する。定着部１６０は、用
紙上に形成されたトナーによる画像を熱と圧力とで安定させる。出力物読取部１９０は、
用紙上の画像を読み取り、読み取り画像データを生成する。
【００４５】
　排紙装置２００は、制御部２０１と、通信部２０２と、切断部２０３と、排紙調整部２
０５と、搬送部２０６と、排紙部２０８と、センサ２０９と、を備えて構成されている。
制御部２０１は、制御部１０１の制御に基づいて、排紙装置２００内の各部を制御する。
通信部２０２は、セットされている画像形成装置１００等の他の装置と通信する。切断部
２０３は、所定位置で長尺用紙を切断する。排紙調整部２０５は、画像形成装置１００か
ら排紙される用紙の張り具合を調整しつつ搬送速度の変動を吸収する。搬送部２０６は、
排紙装置２００内で用紙を搬送する。排紙部２０８は、画像形成装置１００からの長尺用
紙をロール形状に巻き取りつつ、用紙ロールとして排紙する。センサ２０９は、用紙搬送
に関して各種状態を検知する。
【００４６】
　以上の画像形成システム１、画像形成装置１００において、画像形成部１５０で用紙上
において第１方向の画像形成を、第１方向と直交する第２方向（用紙搬送方向）に繰り返
すことで、２次元の画像形成を実行している。従って、本実施形態では、この第１方向を
主走査方向、第２方向を副走査方向と定義する。
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【００４７】
　また、図１と図２では、給紙装置５０，画像形成装置１００，排紙装置２００による画
像形成システム１として、長尺用紙を扱う場合を具体例として示している。ここで、長尺
用紙とは、定型サイズの用紙よりも搬送方向の用紙長が長い用紙を意味している。また、
図２において、画像形成部１５０として複数色で画像形成を行うものを示しているが、こ
れに限定されず、モノクロの画像形成を行う画像形成部１５０であっても良い。なお、給
紙や画像形成や排紙に関しては各種の構造が考えられるため、図１～図２では一例を示し
ており、この具体例に示される構成や形態に限定されるものではない。
【００４８】
　〔実施形態の動作〕
　以下、図３のフローチャート、図４以降の各種説明図を用いて、長尺用紙ＰＬに対して
下地画像形成と追い刷り画像形成とを行う本実施形態の動作説明を行う。
　長尺用紙ＰＬにおいて、追い刷りでの位置ずれが発生しやすいのはジョブの先頭部分が
多くなる。そのため、追い刷り画像形成時に、追い刷り画像を画像形成する前に追い刷り
位置、倍率が調整済みであることが望ましい。
【００４９】
　そこで、長尺用紙ＰＬにおいて、下地画像又は追い刷り画像を形成する区間を画像形成
区間、追い刷り画像形成時において画像形成区間より用紙先端側の一定の領域を追い刷り
調整区間、と定義する。
　ここで、画像形成区間における追い刷り画像形成での位置確認に使用される第１マーク
としての既存の「アイマーク」に加え、本実施形態では、追い刷り調整区間において、第
１マークと共に、第１マークに対して所定距離の位置で追い刷りでの位置照合に使用され
る第２マークとして「チェックマーク」を、下地画像形成装置が長尺用紙ＰＬに形成して
おく。そして、画像形成装置１００で追い刷り画像形成を実行する際に、追い刷り調整区
間において、第１マークに対して所定距離に第３マークとしての「追い刷りチェックマー
ク」を追い刷りする。
【００５０】
　そして、画像形成装置１００では、追い刷り調整区間において、第２マークとしてのチ
ェックマークと第３マークとしての追い刷りチェックマークとの位置を照合し、第２マー
クと第３マークとの位置関係に応じて、追い刷り画像を形成する位置を調整する。
　なお、ここでは、追い刷り調整区間における第２マークと第３マークとの位置関係とし
て、
・位置関係１：「第２マークと第３マークとが一致する状態」、
・位置関係２：「第２マークと第３マークとが所定の距離を有する状態」、
との２種類を想定することができる。
【００５１】
　以下の説明では、位置関係１（第２マークと第３マークとが一致する状態）を具体例に
して全体の説明を行うことにする。
　このため、追い刷り調整区間の区間長さ、第１マーク位置、第１マーク個数、第１マー
ク間隔、第２マーク個数、第２マーク位置（第１マークから第２マークまでの所定距離）
等の各種情報を、追い刷り調整区間情報として、下地画像形成を実行する画像形成装置と
追い刷り画像形成を実行する画像形成装置との間で情報共有しておく。
【００５２】
　また、長尺用紙ＰＬにおいて、追い刷りでの位置ずれが発生しやすいのはジョブの先頭
部分が多くなる。そのため、追い刷り画像形成時に、追い刷り画像を画像形成する前に追
い刷り位置、倍率が調整済みであることが望ましい。
　まず、下地画像形成を行う画像形成装置（画像形成装置１００又は図示されない外部の
画像形成装置：以下、「下地画像形成装置」と呼ぶ）は、追い刷り画像形成における通紙
方向の情報を入手する。ここで、追い刷り画像形成の通紙方向が、下地画像形成の通紙方
向と同方向であるか、逆方向であるかを確認する。例えば、下地画像形成装置で排紙され
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た長尺用紙ＰＬのロールをそのまま追い刷り画像形成装置に供給すると通紙方向は逆方向
になる。一方、下地画像形成装置で排紙された長尺用紙ＰＬのロールを巻き直してから追
い刷り画像形成装置に供給すると通紙方向は同方向になる。この通紙方向の情報は通信部
経由で下地画像形成装置が入手しても良いし、オペレータが下地画像形成装置の操作部に
情報を入力しても良い。
【００５３】
　追い刷り画像形成の通紙方向が下地画像形成と同方向である場合（図３中のステップＳ
１００で「同方向」）、下地画像形成装置は、長尺用紙ＰＬの先端から所定領域を追い刷
り調整区間として確保する（図３中のステップＳ１０１、図４（ａ）又は図５（ａ）中の
追い刷り調整区間）。
【００５４】
　そして、下地画像形成装置は、追い刷り調整区間において、画像形成区間の画像の間隔
と等しい間隔で、位置確認用の第１マークとしてのアイマークＭＫ_eyeを画像形成する（
図３中のステップＳ１０２、図４（ａ）又は図５（ａ）の追い刷り調整区間中のＭＫ_eye
）。また、下地画像形成装置は、追い刷り調整区間において、第１マークから所定の距離
の位置に第２マークとしてのチェックマークＭＫ_ck1を画像形成する（図３中のステップ
Ｓ１０３、図４（ａ）又は図５（ａ）の追い刷り調整区間中のＭＫ_ck1）。
【００５５】
　下地画像形成装置は、以上の追い刷り調整区間における第１マークと第２マークの付与
が完了した後、画像が小サイズ（余白大）であれば（図３中のステップＳ１０４で「小」
）、位置確認用の第１マークとしてのアイマークＭＫ_eyeを画像形成し（図３中のステッ
プＳ１０５、図４（ａ）の画像形成区間中のＭＫ_eye）、第２マークとしてのチェックマ
ークＭＫ_ck1を画像形成し（図３中のステップＳ１０６、図４（ａ）の画像形成区間中の
ＭＫ_ck1）、下地画像を画像形成する（図３中のステップＳ１０７、図４（ａ）の画像形
成区間中のＧ_dwn）。
【００５６】
　一方、下地画像形成装置は、以上の追い刷り調整区間における第１マークと第２マーク
の付与が完了した後、画像が大サイズ（余白小）であれば（図３中のステップＳ１０４で
「大」）、位置確認用の第１マークとしてのアイマークＭＫ_eyeを画像形成し（図３中の
ステップＳ１０８、図５（ａ）の画像形成区間中のＭＫ_eye）、下地画像を画像形成する
（図３中のステップＳ１０９、図５（ａ）の画像形成区間中のＧ_dwn）。
【００５７】
　そして、下地画像形成装置は、画像形成区間におけるマーク付与と画像形成とを予め定
められた所定の枚数分実行（図３中のステップＳ１１０）した後に、下地画像形成の処理
を完了する。
　また、追い刷り画像形成の通紙方向が下地画像形成と逆方向である場合（図３中のステ
ップＳ１００で「逆方向」）、下地画像形成装置においては、長尺用紙ＰＬの先端から画
像形成区間が始まり、長尺用紙ＰＬの後端側に追い刷り調整区間が存在する。なお、追い
刷り画像形成の通紙方向が下地画像形成と逆方向である場合には、下地画像形成では、長
尺用紙ＰＬの給紙方向が逆になるだけでなく、マークや下地画像の向きも追い刷り画像形
成とは異なる向きである。
【００５８】
　そして、下地画像形成装置は、画像が小サイズ（余白大）であれば（図３中のステップ
Ｓ１１１で「小」）、下地画像を画像形成し（図３中のステップＳ１１２、図６（ａ）の
画像形成区間中のＧ_dwn）、第２マークとしてのチェックマークＭＫ_ck1を画像形成し（
図３中のステップＳ１１３、図６（ａ）の画像形成区間中のＭＫ_ck1）、位置確認用の第
１マークとしてのアイマークＭＫ_eyeを画像形成する（図３中のステップＳ１１４、図６
（ａ）の画像形成区間中のＭＫ_eye）。
【００５９】
　また、下地画像形成装置は、画像が大サイズ（余白小）であれば（図３中のステップＳ
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１１１で「大」）、下地画像を画像形成し（図３中のステップＳ１１５、図６（ｂ）の画
像形成区間中のＧ_dwn）、位置確認用の第１マークとしてのアイマークＭＫ_eyeを画像形
成する（図３中のステップＳ１１６、図６（ｂ）の画像形成区間中のＭＫ_eye）。
【００６０】
　下地画像形成装置は、以上の画像形成区間における画像形成とマークの付与が完了した
後、長尺用紙ＰＬの後端の所定領域を追い刷り調整区間として確保する（図３中のステッ
プＳ１１８）。また、下地画像形成装置は、追い刷り調整区間において、画像形成区間の
画像の間隔と等しい間隔で、第１マークから所定の距離の位置になるように第２マークと
してのチェックマークＭＫ_ck1を画像形成し（図３中のステップＳ１１９、図６（ａ）又
は図６（ｂ）の追い刷り調整区間中のＭＫ_ck1）、位置確認用の第１マークとしてのアイ
マークＭＫ_eyeを画像形成する（図３中のステップＳ１２０、図６（ａ）又は図６（ｂ）
の追い刷り調整区間中のＭＫ_eye）。そして、下地画像形成装置は、追い刷り調整区間に
おけるマーク付与を予め定められた所定の枚数分実行した後に、下地画像形成の処理を完
了する。
【００６１】
　下地画像形成装置により下地画像形成された長尺用紙ＰＬのロールは、オペレータによ
り追い刷り画像形成装置としての画像形成装置１００を有する画像形成システム１の給紙
装置５０にセットされる。
　なお、図４又は図５の状態で下地画像形成された長尺用紙ＰＬは、下地画像形成装置で
排紙された状態のロールを巻き直してから給紙装置５０にセットされる。一方、図６の状
態で下地画像形成された長尺用紙ＰＬは、下地画像形成装置で排紙された状態のロールを
巻き直しせずに給紙装置５０にセットされる。これにより、いずれの場合であっても、図
４（ｂ）や図５（ｂ）のような状態で、追い刷り調整区間の後に画像形成区間が存在する
ようにして追い刷り画像形成が実行されるようになる。
【００６２】
　また、既に説明したように、追い刷り調整区間の区間長さ、第１マーク位置、第１マー
ク個数、第１マーク間隔、第２マーク個数、第２マーク位置（第１マークから第２マーク
までの所定距離）等の各種情報を、追い刷り調整区間情報として、画像形成装置１００の
制御部１０１が把握している。
【００６３】
　まず、画像形成装置１００の制御部１０１は、追い刷り調整区間で実行される位置調整
の精度の設定を行う（図４中のステップＳ２００）。この精度の設定は、予め画像形成装
置１００の記憶部１０４にセットされる精度設定値を用いても良いし、ユーザ毎や顧客毎
や用途別に設定される精度設定値を用いても良いし、ジョブを実行する毎に操作表示部１
０５において入力される精度設定値を用いても良い。また、この精度設定値については、
「高／中／低」や「高／低」といった相対精度設定値であっても良いし、「ずれ許容値≧
０．１mm」といった絶対精度設定値であっても良い。
【００６４】
　給紙装置５０にセットされた長尺用紙ＰＬが画像形成装置１００に給紙されると、セン
サ１０９により、位置確認用の第１マークとしてのアイマークＭＫ_eyeが読み取られる（
図３中のステップＳ２０１）。
　その時点で長尺用紙ＰＬにおいて追い刷り調整区間であれば（図３中のステップＳ２０
２でＹＥＳ）、長尺用紙ＰＬ上において、読み取られたアイマークＭＫ_eyeから所定の距
離の位置に、第３マークとしての追い刷りチェックマークＭＫ_ck2を形成するように、制
御部１０１は画像形成部１５０を制御する（図３中のステップＳ２０３）。
【００６５】
　ここで、画像形成装置１００において追い刷りチェックマークＭＫ_ck2を形成する位置
（アイマークＭＫ_eyeから所定距離）は、下地画像形成装置においてチェックマークＭＫ
_ck1を形成する位置（アイマークＭＫ_eyeから所定距離）と同じである。但し、下地画像
形成装置の定着により長尺用紙ＰＬが収縮したり、何らかの事情により下地画像形成装置
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や画像形成装置１００での倍率がずれている、といった要因により、チェックマークＭＫ
_ck1が形成された位置と追い刷りチェックマークＭＫ_ck2が形成された位置とが完全に一
致するとは限らない。
【００６６】
　そこで、制御部１０１は、出力物読取部１９０でのチェックマークＭＫ_ck1と追い刷り
チェックマークＭＫ_ck2との読み取り結果を用いて、チェックマークＭＫ_ck1と追い刷り
チェックマークＭＫ_ck2の位置が一致しているかを照合する（図３中のステップＳ２０５
）。
【００６７】
　制御部１０１は、チェックマークＭＫ_ck1と追い刷りチェックマークＭＫ_ck2の位置が
一致していれば（図３中のステップＳ２０５で「一致」）、追い刷り調整を完了する（図
３中のステップＳ２０５）。一方、制御部１０１は、チェックマークＭＫ_ck1と追い刷り
チェックマークＭＫ_ck2の位置が一致していなければ（図３中のステップＳ２０５で「不
一致」）、ずれ量に応じて当該ずれを解消するように、画像形成部１５０での追い刷り画
像形成における画像形成位置や画像形成倍率を調整する（図３中のステップＳ２０６）。
【００６８】
　図４（ｂ）と図５（ｂ）の追い刷り調整区間において、チェックマークＭＫ_ck1（黒の
「＋」）と追い刷りチェックマークＭＫ_ck2（グレーの「＋」）とは、長尺用紙ＰＬの先
端から４組目までは徐々に近づきながらも不一致であり、長尺用紙ＰＬの先端から５組目
では一致した状態（追い刷り調整完了）を示している。なお、チェックマークＭＫ_ck1と
追い刷りチェックマークＭＫ_ck2の色や形状は、ここに示した具体例に限定されるもので
はない。
【００６９】
　そして、センサ１０９により位置確認用の第１マークとしてのアイマークＭＫ_eyeが読
み取られ（図３中のステップＳ２０１）、その時点で長尺用紙ＰＬにおいて追い刷り調整
区間でなければ（図３中のステップＳ２０２でＮＯ）、制御部１０１は、追い刷り調整が
完了している（図３中のステップＳ２０５）か否か（完了に到達していないか）を判定す
る（図３中のステップＳ２０７）。
【００７０】
　追い刷り調整が完了していない場合（図３中のステップＳ２０７でＮＯ）、制御部１０
１は、追い刷り調整区間において未使用のチェックマークＭＫ_ck1が存在しているかを確
認する（図３中のステップＳ２０８）。
　図７に示す例では、追い刷り調整区間において、全てのチェックマークＭＫ_ck1に対し
て追い刷りチェックマークＭＫ_ck2が追い刷りされていて、全てにおいてチェックマーク
ＭＫ_ck1と追い刷りチェックマークＭＫ_ck2の位置が不一致である。すなわち、未使用、
すなわち追い刷りチェックマークＭＫ_ck2が追い刷りされていないチェックマークＭＫ_c
k1は存在していない（図３中のステップＳ２０８でＮＯ）。この場合、制御部１０１は、
追い刷り調整が完了しなかったため、追い刷り画像形成を中止し、操作表示部１０５にお
いてエラー状態を表示させる（図３中の「追い刷り画像形成・エラーエンド」）。
【００７１】
　一方、図８（ａ）に示す例では、追い刷り調整区間において、長尺用紙ＰＬの搬送方向
に沿って複数個（ここでは５個）のチェックマークＭＫ_ck1の列を、搬送方向とは直交す
る方向（主走査方向）に複数列形成しておく。ここでは、搬送方向に沿った５個のチェッ
クマークＭＫ_ck1の列が、主走査方向に５列並んで形成された状態を示す。
【００７２】
　図８（ｂ）に示す例では、追い刷り調整区間において、アイマークＭＫ_eyeと同列（主
走査方向同位置）の全てのチェックマークＭＫ_ck1に対して、追い刷りチェックマークＭ
Ｋ_ck2が追い刷りされていて、チェックマークＭＫ_ck1と追い刷りチェックマークＭＫ_c
k2の位置が不一致である。すなわち、追い刷り調整区間を過ぎても（図中のステップＳ２
０２でＮＯ）、追い刷り調整が完了していない（図３中のステップＳ２０７でＮＯ）。
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【００７３】
　ここで、未使用、すなわち追い刷りチェックマークＭＫ_ck2が追い刷りされていないチ
ェックマークＭＫ_ck1が隣の列に存在している（図３中のステップＳ２０８でＹＥＳ）。
　この場合、制御部１０１は、未使用チェックマークＭＫ_ck1で追い刷り調整を行うよう
に各部を設定し（図３中のステップＳ２０９）、長尺用紙ＰＬを巻き戻して給紙装置５０
に再セットするように操作表示部１０５に表示を行って、オペレータに長尺用紙ＰＬの再
セットを促す（図３中のステップＳ２１０）。長尺用紙ＰＬが給紙装置５０に再セットさ
れると、制御部１０１はステップＳ２００に戻って、未使用のチェックマークＭＫ_ck1を
用いて追い刷り調整を開始する（図８（ｃ））。なお、この際に、オペレータは追い刷り
調整区間で実行される位置調整の精度の設定を変更する（図４中のステップＳ２００）こ
とも可能である。
【００７４】
　このように、複数列のチェックマークＭＫ_ck1を用意しておくことで、追い刷り調整を
複数回実行することが可能になる。この結果、画像形成区間に位置ずれの生じた追い刷り
画像形成をすることがなくなり、長尺用紙ＰＬを無駄にすることがなくなる。
　図８（ｃ）の場合には、２列目のチェックマークＭＫ_ck1を用いて追い刷り調整を再開
し、上から３個目でチェックマークＭＫ_ck1と追い刷りチェックマークＭＫ_ck2とが一致
（図３中のステップＳ２０４でＹＥＳ、Ｓ２０５、Ｓ２０７でＹＥＳ）した例を示してい
る。この後、制御部１０１は、画像形成区間において、センサ１０９で読み取られたアイ
マークに合わせて、下地画像Ｇ_dwnに重ねて追い刷り画像Ｇ_upを画像形成するように画
像形成部１５０を制御する（図３中のステップＳ２１０）。
【００７５】
　なお、この下地画像Ｇ_dwnに追い刷り画像Ｇ_upが追い刷りされた状態について、制御
部１０１は、出力物読取部１９０でヤレ検知を行い（図３中のステップＳ２１１）、追い
刷り画像形成とヤレ検知とを所定画像分繰り返して実行する（図３中のステップＳ２１２
、図４（ｂ）の画像形成区間、図５（ｂ）の画像形成区間、図８（ｃ）の画像形成区間を
参照）。
【００７６】
　ところで、下地画像と追い刷り画像とに余白（特に主走査方向の端部の余白）があって
、画像形成区間でもチェックマークＭＫ_ck1と追い刷りチェックマークＭＫ_ck2とを形成
することが可能な場合には（図４、図８参照）、チェックマークＭＫ_ck1と追い刷りチェ
ックマークＭＫ_ck2との位置の照合によって、追い刷り画像形成についてのヤレ検知（図
３中のステップＳ２１１）を実行することが可能である。この場合、高精度かつ高速なヤ
レ検知が可能になる。
【００７７】
　一方、下地画像と追い刷り画像とに余白（特に主走査方向の端部の余白）が少なく、画
像形成区間ではチェックマークＭＫ_ck1と追い刷りチェックマークＭＫ_ck2とを形成する
ことが困難な場合には（図５参照）、下地画像と追い刷り画像との位置関係を画像認識す
ることによりヤレ検知（図３中のステップＳ２１１）を実行することが可能である。この
場合、用紙の主走査方向の全体を使った画像形成が可能になる。
【００７８】
　なお、以上の具体例において、チェックマークＭＫ_ck1と追い刷りチェックマークＭＫ
_ck2の位置は、アイマークＭＫ_eyeと主走査方向と同一位置で用紙搬送方向に異なる位置
である場合を示してきたが、これに限定されるものではない。また、以上の具体例におい
て、チェックマークＭＫ_ck1と追い刷りチェックマークＭＫ_ck2の位置は、用紙搬送方向
において、アイマークＭＫ_eyeと次のアイマークＭＫ_eyeとの中間付近の位置である場合
を示してきたが、これに限定されるものではない。
【００７９】
　例えば、図９（ａ）のように、長尺用紙ＰＬ上において、追い刷り画像Ｇ_upの主要部
が、チェックマークＭＫ_ck1と追い刷りチェックマークＭＫ_ck2の主走査方向位置や用紙
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搬送方向位置と離れている場合を想定する。なお、追い刷り画像Ｇ_upの重要部分や着目
すべき部分や目立つ部分が、チェックマークＭＫ_ck1と追い刷りチェックマークＭＫ_ck2
の主走査方向位置と離れている場合も同様である。
【００８０】
　このような場合、理想的には、図９（ａ）のような適正位置、例えば、下地画像「Ａ」
の下端部と追い刷り画像の「◎」とが接触しているとする。
　しかし、図９（ｂ）のように、チェックマークＭＫ_ck1と追い刷りチェックマークＭＫ
_ck2との位置が一致しているにもかかわらず、画像形成倍率の違いや用紙収縮に起因して
、チェックマークＭＫ_ck1と追い刷りチェックマークＭＫ_ck2から離れた位置において、
下地画像「Ａ」の下端部と追い刷り画像の「◎」とが接触しない不適切な状態になること
もある。
【００８１】
　そこで、図９（ｃ）に示すように、複数の異なる位置のチェックマークＭＫ_ck1と追い
刷りチェックマークＭＫ_ck2との位置を照合することも望ましい。なお、ここでは、用紙
搬送方向に複数の位置で照合を行っているが、主走査方向に複数の位置で照合を行うこと
や、用紙搬送方向と副走査方向で異なる複数の位置で照合を行っても良い。この場合、複
数点の位置調整だけでなく、複数点の位置を参照して倍率の調整も容易に行えるようにな
る。また、複数は２に限られず、３以上であっても良い。また、使用しないチェックマー
クＭＫ_ck1については、画像形成しても良いし、画像形成しなくても良い。
【００８２】
　また、図９（ｄ）に示すように、アイマークＭＫ_eyeから最も遠い位置に存在するチェ
ックマークＭＫ_ck1と追い刷りチェックマークＭＫ_ck2との位置を照合することも望まし
い。この場合、最も遠い位置であるため、誤差成分が出やすくなっており、位置照合を正
確に行うことが可能になる。なお、ここでは、主走査方向と用紙搬送方向の両方で最も遠
い位置を設定しているが、用紙搬送方向で最も遠い位置（主走査方向はアイマークＭＫ_e
yeと同じ又は近く）や、主走査方向で最も遠い位置（用紙搬送方向はアイマークＭＫ_eye
と同じ又は近く）であっても良い。この場合も、使用しないチェックマークＭＫ_ck1につ
いては、画像形成しても良いし、画像形成しなくても良い。
【００８３】
　〔その他の実施形態（１）〕
　以上の実施形態では、長尺用紙ＰＬにおける追い刷り画像を形成する際の先端側に定め
られた追い刷り調整区間と、追い刷り調整区間の後の画像形成区間とを説明してきた。但
し、追い刷り調整区間において、チェックマークＭＫ_ck1と追い刷りチェックマークＭＫ
_ck2との位置が一致しない場合に（図３中のステップＳ２０７でＮＯ）、ヤレ画像を出さ
ないためには、画像形成区間における追い刷り画像形成を開始せずに長尺用紙ＰＬの搬送
を停止させる必要がある。
【００８４】
　そこで、一番先に中間転写体に転写される一次転写位置から二次転写位置までの距離と
、画像形成部１５０の転写位置（二次転写位置）から出力物読取部１９０の読み取り位置
との間の距離とを加算した距離に対応する緩衝区間（図１０中の「緩衝区間」）を、長尺
用紙ＰＬにおいて追い刷り調整区間と画像形成区間との間に設けておくことが望ましい。
【００８５】
　〔その他の実施形態（２）〕
　また、以上の実施形態では、出力物読取部１９０での読み取り結果を参照して、チェッ
クマークＭＫ_ck1と追い刷りチェックマークＭＫ_ck2との位置を照合していたが、これに
限定されるものではない。例えば、画像形成部１５０の転写位置直後に、チェックマーク
ＭＫ_ck1と追い刷りチェックマークＭＫ_ck2との位置を照合する専用のセンサを設けるこ
とも可能である。この場合、上述した緩衝区間を短くすることができる。
【００８６】
　〔その他の実施形態（３）〕
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　また、以上の実施形態において、追い刷り調整区間の途中で追い刷りが完了したため追
い刷り調整区間が残っている場合であって、複数のチェックマークＭＫ_ck1が下地画像形
成で形成されている場合には、それまでと異なる他の位置のチェックマークＭＫ_ck1に追
い刷りチェックマークＭＫ_ck2を追い刷りして位置の照合を行うようにしても良い。この
場合には、より精度の高い追い刷り調整が可能になる。
【００８７】
　〔その他の実施形態（４）〕
　また、以上の実施形態において、位置確認用のアイマークを第１マークの具体例として
説明してきたが、アイマークと呼ばれるマーク以外の他のマークや印や線についても、本
実施形態における第１マークと同様に使用される場合には、本実施形態の変形例である。
その他、本実施形態の趣旨に反しない範囲での各種の変形が可能であり、これらも本実施
形態の変形例に含まれるものである。
【００８８】
　また、第２マークとしてのチェックマークや第３マークとしての追い刷りチェックマー
クについても各種の変形が可能である。例えば、第２マークと第３マークとは同一形状に
限定されるものではなく、位置の一致／不一致の照合が可能な各種の変形（色、線種、線
太さ、形状など）が可能である。例えば、第２マークとしてのチェックマークＭＫ_ck1は
「○」や「□」や「◇」のような外枠を有する形状、第３マークとしての追い刷りチェッ
クマークＭＫ_ck2は「＋」や「×」のような中心付近に交点を有する形状とすることで、
一致や不一致の確認が容易になる。
〔その他の実施形態（４）〕
　以上の説明では、追い刷り調整区間における第２マーク（チェックマークＭＫ_ck1）と
第３マーク（追い刷りチェックマークＭＫ_ck2）との位置関係として、位置関係１（第２
マークと第３マークとが一致する状態）を具体例にして全体の説明をしてきた。
【００８９】
　これに対し、追い刷り調整区間における第２マーク（チェックマークＭＫ_ck1）と第３
マーク（追い刷りチェックマークＭＫ_ck2）との位置関係として、位置関係２（第２マー
クと第３マークとが所定の距離を有する状態）とすることも可能である。
　この場合、追い刷り調整区間において照合された第２マークと第３マークとの位置関係
が所定の距離を有する状態になった場合に、制御部１０１は、追い刷り画像を形成する画
像形成区間において、その所定の距離を有する状態を解消するように、画像形成部１００
が追い刷り画像を形成する位置を調整する。
【００９０】
　これにより、第１マーク（アイマーク）を検出できても追い刷り位置がずれる状況にお
いて、追い刷り調整区間における所定の距離を有する状態は、追い刷り画像を形成する画
像形成区間では解消され、下地画像形成と追い刷り画像形成との正確な位置合わせが可能
になる。
【００９１】
　なお、この「所定の距離を有する状態」とは、「予め定められた距離＝所定値の状態」
であっても良いし、「追い刷り調整区間の最終段階での照合で得られた任意の距離を有す
る状態」であっても良い。また、所定の距離を有する状態として、追い刷り調整区間の最
終段階での照合で得られた任意の距離の状態とすることで、追い刷り調整区間において予
め定められた一致や所定値に達しない場合であっても、追い刷り調整を完了させることが
可能になるという利点が生じる。
【符号の説明】
【００９２】
１　画像形成システム
５０　給紙装置
１００　画像形成装置
１０１　制御部
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１０２　通信部
１０３　プリントコントローラ
１０４　記憶部
１０５　操作表示部
１０７　搬送部
１０９　センサ
１１０　原稿読取部
１２０　ＲＩＰ処理部
１３０　データ記憶部
１４０　画像処理部
１５０　画像形成部
１６０　定着部
１９０　出力物読取部
２００　排紙装置

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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